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lJa-5　　　　 放射放熱器の鋼管の抗菌性および抗カピ性に関する研究

○土肥友恵＊　今井恵子＊　田中辰明＊＊

（＊お茶の水女大・院　＊＊お茶の水女大）

【目的】　 温水放熱器に冷水を流し冷房を行う試みがなされているが、夏に湿度が

高いわが国では冷水冷房用の放射放熱器は表面に結露が発生し、細菌やカビが発育

しやすい環境となり問題となってい る。そこで放射放熱器の鋼管の抗菌性、カビ抵

抗性および抗カビ試験を行い、放射放熱器表面での微生物の発育を解明するこ とを

目的とした。

【方法】　 抗菌試験として、長さ20mm の鋼管とペンキを塗布し た鋼管を試料とし、

細菌３種、酵母１種を供試菌とした。振とう培養液に試料と供試菌を入れ35 ℃、120rpm、

18 時間振とう培養後、培地に塗抹し35 ℃、24～72 時間培養した後生菌数を求めた。

カビ抵抗性は、平板培地上に鋼管を置き、その表面にカビの胞子液を接種し25 ℃

で培養した後、目視と実体顕微鏡で観察した。さらに鋼管とフィンの付いた鋼管に、

無機塩の胞子液 と酵母エ キスを加えた胞子液をそれぞれ接種し25 °Cで培養し た後、

目視と実体顕微鏡で観察しカビ抵抗性と抗カビ性を調べた。

【結果】　銅管は細菌に対する強い抗菌力があるが、酵母に対する抗菌力はなかっ

た。し かし鋼管にペンキを塗布すると細菌に対しても抗菌力 はなかった。また鋼管

にはカビ抵抗性がありペンキを塗布し ないほ うがカビ抵抗性は強かった。しかしな

がら抗カビ性はなく、栄養分があれば鋼管の表面でもカビは発育できることが明ら

かとなった。

lJa-7 文書の明視性に関する研究

第３報　色彩が明視性に及ぼす影響

○秋月有紀゛ 井上容子･   （･奈良女大・院）

［ 目的］実生活における視対象の多くは色を含んでいる。本報告は視標の色の三属性

（色相・明度・彩度）を変数に取り上げ、ﾗﾝﾄﾞﾙﾄ環の切れ目方向の判別によって測定し
た細部識別闘値や文書の読み易さに対する色の影響について検討する。

［ 方法］実験視標の色相はJISで規定されている安全色の内の４色（7.5R,2.5Y,10G,2.5P

Ｂ）と無彩色とし、明度や彩度はL*a*b* 表色系に基づいて設定する。文字部（ﾗﾝ ﾄﾞﾙﾄ環又
は文字）と視標背景部はどちらか一方が無彩色で他方が有彩色になるように組合わせる。

文書視標は視角15度の範囲に適度な文字配列で明朝体を用いて天声人語を記述したもの
とし、文字寸法は３種類設定する。被験者は色覚正常な若齢者と高齢者各４名であり、全

般拡散照明下（30,300,20001x）に10分間順応した後、ある色条件の細部識別闘値をﾗﾝ ﾄﾞﾙﾄ
環視力表を用いて測定し、さらに同条件の文書視標の読み易さについて評価する。

［ 結果］視標の有彩色部分の彩度Ｃが増加し（∠iC=25）色差が増加しても細部識別闘値
は殆ど変わらないが、読み易さ評価は条件によって影響を受ける（特に7.5R）。同一明度

・彩度の視標で20001Xの環境下では色相が異なっても細部識別闘値に殆ど影響しないが、

暗くなると特に7.5Rや2.5PBで細部識別闘値が変化する傾向が見られる。細部識別闘値に
比ぺて読み易さ評価は色相の影響を受けやすく、2.5PBの評価が他の色相より高くなる場
合が多く見られる。色条件と読み易さ評価の関係は、文字寸法より視標面照度の影響を受

ける傾向が見られる。文字部と背景部のどちらが有彩色になるか、その組合せによって細

部識別闘値や読み易さ評価に対する色の影響が異なる。
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